
 

退職後、産業カウンセラーの資格を取得すべき

講習を受け、晴れて資格を取得することができま

した。その後、キャリアコンサルタント、健康経

営アドバイザー、アンガーマネジ 

メント認定士、接遇マナーイン 

ストラクター、労働トラブル相 

談士、など企業に特化した資格を 

次々と取得（8つ）し、2019年 11月、 

合同会社ヴィーヴルを立ち上げました。 

事業内容は、140項目の質問表からなるストレ

ス分析（個人の分析と個人面談、組織分析、社長

との総評面談）とワークエンゲージメント（個人

分析と組織分析）を併せて実施。更に、2022 年 4

月に「労働施策総合推進法」が施行され義務化に

なった、ハラスメント対策です。1，就業規則の改

定のアドバイス 2，ハラスメント研修 3，ハラ

スメント外部相談窓口設置等です。それらを主に、

フランチャイズ契約を勧める取り組みも行ってい

ます。また、近年、企業では健康経営優良法人を

取得するための会社経営の柱として積極的に推進

しております。昨年は秋田県で約 1400 強の企業

が宣言しており、その中で 141 社が「健康経営優

良法人」の称号を頂いております。 

現在、私の会社は秋田県、宮城県、岩手県の 3

県で 17 社の企業と契約を締結しており（現在 3

社検討中）、毎年ストレス分析を実施して頂いてお

ります。また、ハラスメント外部相談窓口専門会

社として顧問契約を締結しております。 

この産業カウンセラーという資格がビジネスで

脚光を浴び、成功できるようクライアントに寄り

添い真摯に取り組み事業拡大に繋げて行きたいと

思っております。 

 

 

  

秋田県内在住の産業カウンセラーの皆さん、こんにちは！  回覧板冬号をお届けします！  

～ 産業カウンセラーは時代の要請 ～ 

加藤 修 

私は、昭和 30 年 12 月に宮城県志田郡松山町

（現大崎市）で生れ育ちました。この松山町は、

昭和40年代～50年代にかけて歌謡界で活躍され

た「フランク永井」の出身地でもあり、今では酒

蔵で有名な「一ノ蔵」がある所です。 

私の前職は大手の生命保険会社でブロック担当

営業部長の任を頂き 4～5 オフィスを統括し総勢

営業職員数、約130 名～180名の組織を運営して

おりました。毎日毎日が職員さんとの対話の連続

でした。 

私が群馬県前橋支社在任中に当時の支社長から

「加藤！俺たちの職務は職員の話を聞いてあげる

のに慣れているよね、産業カウンセラーという資

格があるから取得しておいた方が良いよ。」と言わ

れたのを頭から離れませんでした。しかしながら、

仕事が多忙でその後、長野県松本支社、札幌総合

支社、そして定年3年前に秋田支社に赴任して参

りました。 

ところが、あるオフィスで、人間関係でかなり

悩み、重症の状態で（この方は優績者です）成績

は思うように上がっておりませんでした。あっ！

そうだ！私に産業カウンセラーの魅力を話してく

れた上司を秋田支社に来てもらいカウンセリング

をしてもらおうと思いついたのです。その上司は

丁度本社教育部の顧問として全国を回っておりま

したので秋田支社の研修を兼ねて来ていただき、

約 2時間面談を実施、その結果、なんと元気を取

り戻し精力的に仕事に取り組んで行ったのです。

私が2年間秋田支社に在任中、業績を支えてくれ

た一人となっていった職員です。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
秋田県運営部への問い合わせなどにご利用ください。  

運営部長連絡先  080-9259-6005 

メール  jaico_akita●yahoo.co.jp 
スパムメール防止のため、●を＠に置き換えて

ご利用ください  


